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３．３．４ 国産材Ｉジョイストのホルムアルデヒド放散量性能の検討 

 

目的 
I ジョイストはフランジ（LVL－JAS 品）とウェブ（OSB および合板－JAS 品、パーティクル

ボード－JIS 品）とを複合、接着したものであるので、製品は JAS、JIS いずれにも属しない。

そのため、ホルムアルデヒド放散区分の F☆☆☆☆を表示するためには、建築基準法施行令第 20
条の 7 第 4 項に定める大臣認定を受ける必要がある。しかし、I ジョイスト製品そのものを性能

評価することが平成 23 年 1 月で現在できないことから、まずはフランジ（溝付き）、ウェブ（面

取り加工あり）それぞれについて性能評価、大臣認定を取得し、さらに接着剤については大臣認

定を取得したフランジとウェブの組み合わせにより性能評価、大臣認定を取得することとした。

なおフランジ、ウェブは JAS あるいは JIS 適合品であるが、溝加工や面取り加工を行ったものに

ついては JAS、JIS の範疇から外れてしまうため、大臣認定を取得する必要がある。 
 
方法 

ホルムアルデヒド放散量の測定は、性能評価機関である財団法人ベターリビングで行った。 
フランジ（LVL）は、単板積層材の日本農林規格に定めるアクリルデシケータ法、およびガラ

スデシケータ法により測定を行った。溝加工の有無による放散量の違いがないことを確認するた

め、溝付き試験体と溝加工しない試験体についてそれぞれ測定を行った。 
ウェブ（OSB、合板、パーティクルボード）は、それぞれの規格に定めるガラスデシケータ法

により測定を行った。面取り加工の有無による放散量の違いがないことを確認するため、面取り

試験体と面取り加工しない試験体についてそれぞれ測定を行った。 
 

 

試験結果 

 添付資料の通りである。フランジおよびウェブはそれぞれホルムアルデヒド放散量区分のＦ☆

☆☆☆相当の性能を示した。 

 

○溝付き LVL 

○面取り OSB 

○面取りパーティクルボード 

○面取りカラマツ合板 
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